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＊ご寄附ありがとうございました（’17.10.24～’18.1.22）  

社員会員、定期支援賛助会員の皆様には、会費に加えて、各種ご寄附、ご協力をありがとうございました。ここでは随時ご協力

の賛助会員・一般市民のご寄附（書き損じ葉書・古切手、物品寄付含む）についてお名前を記載させていただきます。（敬称略） 

(個人情報保護のため、ホームページ用にはお名前削除させていただきました) 

＊引き続き、助産所事業へのご協力ありがとうございました。Ｐ４でご報告のように、2016年10月の事業企画時からのご

協力者は延べ51名で、総額1,710,000円のご寄付をいただきました。医療保険適用の助産所としての正式な活動までには、

まだ手続き他時間を要しますが、まずは政府認可の基準をクリア―した施設が完成いたしました。心より御礼申し上げます。 

＊クリスマスご寄付をありがとうございました。計29名から16.9万円をいただきました。SCMSI, CMIP, PFPを通じて、

チボリ、ビラーン、マノボの子どもたちに届けました。（関係記事P2-3） 

＜ 事 務 局 日 誌 よ り ＞ 

11/1-4 会報91号発送作業(事務局) 11/15 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新作業（高山）11/17,12/1,12/15 金曜ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ作業（中島・前田・

村山・香月・高山・藤川・河原・山崎）11/19 ｶﾄﾘｯｸ菊名教会ﾊﾞｻﾞｰ（中島・山﨑）11/29 今井基金事業中間報告（事務局） 

12/9  市民活動ﾌｪｱｰ説明会（山﨑）12/15 拡大理事会（詳細上段参照）1/15-22 会報22号編集作業 (恩田・事務局) 

＜ 会 員 募 集 ＞ 

医療や自立事業支援会費：                   月額 1,000 円 （年 12,000 円） 

教育全体支援会費（又は小学生奨学金・給食支援）：     月額 500 円 （年  6,000 円） 

ハイスクール生徒奨学金支援会費：             月額 1,500 円 （年 18,000 円） 

カレッジ学生奨学金支援会費（新規支援について）：     月額 4,000 円 （年 48,000 円） 

あしなが奨学金（ブラクール出身カレッジ学生全体支援）：    月額 2,500 円 （年 30,000 円） 

チボリ子ども支援（SCMSI 校運営支援、希望者には里子ご紹介）：月額 2,000 円  (年 24,000 円)              

(上記支援会費に加えて、運営費充当の月 500 円をご負担いただく社員会員も募集しています) 

＜編集後記＞ 
約２年前の６月訪問を

最後に、当団体としての

事業モニターは中断した

ままです。情報不足は否

めません。ネット環境が

悪い中、頑張って現況を

届けてくれた現地組織の

スタッフに感謝です。 
      （山崎） 

2/2(金) 13:30-15:30  活動報告会（よこはまフォーラム講座の予行を兼ねる） 会場は本部事務局 

2/3-4(土・日) 10:00-18:00 よこはま国際フォーラム2018 会場はJICA横浜 1階又は4階各会議室 

（当団体の講座は 2/3 14:10-15:00 JICA横浜４ 階やまゆり。４階ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ３でハンディクラフト販売もします） 

3/10-11(土・日） 10:00-16:00 市民活動フェア 2018   会場はかながわ県民センター1階展示場 ブース番号 20  

毎月第 1・３金曜日 13:30～15:30 ： ボランティアデイ。 会場は本部事務局。どなたでもご参加いただけます。 

使用済み切手やフリマ用品整理をしながら現地情報の共有をしています。 

現地訪問： 戒厳令再延長につき、団体としての訪問は予定していません。詳細は事務局までお問い合わせください。 

＜ 会  員  情  報 ＞                    （’18.1.22 現在） 

 ＜退会＞ 賛助 4 (長い間のご協力感謝申し上げます)   <会員総数> 社員 48  賛助 243  (うち定期支援 210）  

＜  感   謝  ＞ 

 
前列左から：高山・山崎・村山

各理事。後列左から：河原・中

島各社員会員・香月理事・前田

社員会員。（撮影：藤川事務局長） 

         ＜  平成 29年度 第 3回理事会報告  ＞ 

12 月 15 日（金）午後、本部事務局にて開催の理事会には、理事５名中評決委任１名を

含む５名全員とオブザーバー３名が出席して、各種議案の審議をいたしました。以下、主

な議決事項です。 

① 高齢等による支援会員減少に対応して、次年度 SCMSI 校支援月額を 6.5 万ペソに減

額する。② 助産所建設経費が予算を大幅に超過した結果、年度末に想定される経常収支

の赤字補てんのため、看護師育成奨学金 JOFPA 基金を一時流用する。③ 現地の治安や

会員減少等の問題に対処する上で、活動の中長期計画策定を急ぐ必要があり、より多くの

理事の意見を集約できるように、役員改選年の次年度は現行の５名から７名にする。 

＜ 参加予定イベント・その他のお知らせ ＞ 


